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ア. ιま じ め ιこ

交通影配収のな ヤ塚協る副来のもっ効果|さ、地域の角彪髭灯・脅多辞クな"晰二人こく孝グ響ごスろ乙%えられる″本
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域にぁ、、て多潔の多― ね、、、留家又ダトの多al,√ろ多あわ̀多42勧z留ら41εイろめなa御ゼある。
2. 地 頸の4擁物じ

本緬顕イは く確脅千́ `%z町村Zttπ難御生l多ょりを製ルしレ,そスインのグ:L ブ́ルっ、、て身歯̂ 卑6場護
を行なった。笏客駐竹囀多琢しては多́1,多̀ィギィダι如ェ・基′/6し、をらじ珀燻閻/7ラアクタ籍・因考夕̀ Z行
カラて10組の6み勧 出レι.尾じで2れらの日子̀

硼、ヽてクラアク笏 毛有な、ヽ、分のうι町村雀をぉζ

っの/7う啜ク|ぅ形額劫しじ多 と́の̀各要ι 口‐11ιィせ。

3.ク ラズ釣 隆′彪
/7ラスタタカ行̀用ぃた。イうのg子∠、%燿角の教

飼薩粥郵家より緒戯じた4個の日みのそれぞれεっ、,て

クラスクZ ι`l多%多 ιめ、そЙらZ政 じし.

との機泉、名クラァクはそねぞれ歿̂ ょうな糀 t

ク2じボヵをった.

<第 1ワラズタン 媚わ己郵のこ.ら,つ。cル"しろ地場″あ

り,孝孝
~Frヽ
人口多七膠集して、、ゐ.孝たん口國震の

霧熱1/maガ計らJ/1る。賜静延毛タリの季賭 `リフ

η/7ラスク申多もそ、ヽ″〃ム多旅のワ拓ボaて 、すた

夕"の 単な`ね夕乖故の霧J右

も、他の理馘じ"ヾ略1っる、ヽ。

く第27ラアタ〉 坊|クラァ

クの出 じ拓調多レ.第|クラズ

タじ減多物じι七/7ポ、現在t

人口県中などのがらゎ4i.直″ク

フある。
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らぃボ参髪r缶せl1/なて、、ヽわウ
ろべヽプトマウノの性緒Z夕ら。

物 陽イの多数`Z人の率故は

れ 地́域よ1りヽアな、、だ、半行渚

っ象取、多輸車のジ郷7の夕1右ぐ
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